
 

 

 

 

 

 

「１年生が、新しい環境で困らないようにしてあげたい」という思いから、６年生は、「学校生

活で大切なこと」をテーマに、劇や発表を行いました。 

子どもたちは、挨拶グループ、掃除グループ、遊具紹介グループの３つに分かれ、当日に向け

て準備・練習に取り組みました。１年生が楽しみながら、大切なことを理解できるようにと、グ

ループのメンバーで「声の大きさ」「立ち位置」「説明の仕方」などを相談し合う姿が、とても頼

もしかったです。 

 

 

 

 
 

「入場の様子」          「挨拶の劇」                     「掃除の劇」 

 

 

 

 

 
 

「遊具の紹介」         「感想のインタビュー」               「退場の様子」 

社会科「子育て支援の願いを実現する政治」では、人々が安心して生活するために税金は大切

なものであることを学習しました。そして、租税教室では、一宮税務署の方から「税金の仕組み

や種類」「税金が社会でどう使われているか」「もし税金がなくなったらどうなるか」について話

を聞き、税金の役割や納税することの大切さについて、より一層理解を深めることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段の朝ごはんの「野菜が足りない」「たんぱく質が少ない」などの課題を解決するために、調

理実習で「いろどり炒め」を作りました。野菜を切る、炒める、食器を準備するなど、グループ

で役割分担をして、手際よく作りました。 

実習後の振り返りでは、「野菜を切って炒めるだけでもすごく大変」「『おいしい』と言ってもら

えると、頑張って作ってよかったと思える」など、調理することの大変さや、作ってくれた人へ

感謝することの大切さに気付く姿が見られました。 


